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◇人と地域が主体のまち�
◇人が集まり、豊かに�
　　すごせる魅力あるまち�
◇活躍する人が育つまち�

市の将来都市像�

　

今
回
の
補
正
予
算
は
施
政
方
針
を
受

け
て
４
本
の
施
策
の
柱
と
行
政
経
営
改

革
を
テ
ー
マ
に
編
成
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
補
正
額
は
、
一
般
会
計　

億
３７

６
４
７
６
万
６
千
円
、
特
別
会
計
３
億

９
９
９
万
６
千
円
、
一
般
会
計
と
特
別

会
計
の
合
計
で
、　

億
７
４
７
６
万
２

４０

千
円
と
な
り
ま
す
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
の
歳
入
の
主
な

も
の
は
、
繰
入
金　

億
１
７
１
万
４
千

１９

円
、
市
債　

億
５
１
２
０
万
円
、
国
庫

１２

支
出
金
３
億
４
９
０
０
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。
同
じ
く
歳
出
の
主
な
も
の

は
、
衛
生
費　

億
８
７
４
８
万
円
、
土

１５

木
費　

億　

万
８
千
円
、
教
育
費
３
億

１５

２１

６
２
０
万
４
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

補
正
後
は
、
一
般
会
計
１
０
９
８
億

９
６
３
９
万
９
千
円
、
特
別
会
計
（
企

業
会
計
含
む
）
１
１
０
３
億
４
７
４
２

万
９
千
円
、
一
般
会
計
と
特
別
会
計
の

合
計
で
２
２
０
２
億
４
３
８
２
万
８
千

円
と
な
り
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
補
正
後
の
内
訳
は
、
歳

入
で
は
市
税
６
３
６
億
５
１
０
万
８
千

円
（
構
成
比　

・
９
％
）
、
国
庫
支
出

５７

金
１
１
９
億
７
０
０
７
万
１
千
円
（
同

　

・
９
％
）
、
都
支
出
金　

億
６
６
８

１０

９４

３
万
３
千
円
（
同
８
・
６
％
）
、
市
債

　

億
８
９
３
０
万
円
（
同
３
・
８

４１％
）
、
地
方
消
費
税
交
付
金　

億
６
９

４０

０
１
万
２
千
円
（
同
３
・
７
％
）
の
順

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
民
生
費
４
０
５
億
４
２

５
６
万
２
千
円
（
構
成
比　

・
９

３６

％
）
、
教
育
費
１
４
７
億
１
９
３
９
万

７
千
円
（
同　

・
４
％
）
、
土
木
費
１

１３

４
０
億
２
２
９
３
万
６
千
円
（
同　

・
１２

８
％
）
、
衛
生
費
１
３
１
億
１
４
５
４

万
９
千
円
（
同　

・
９
％
）
、
総
務
費

１１

１
３
０
億
８
６
６
４
万
３
千
円
（
同　
１１

・
９
％
）
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
補
正
予
算
に
計
上
さ
れ
て
い

る
主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
（
１

万
円
未
満
は
切
捨
て
）
。

【
総
務
費
】
原
稿
執
筆
謝
礼
の
広
報
費

（　

万
円
）
、
共
同
調
査
研
究
事
業
負

１５
担
金
な
ど
の
企
画
政
策
事
務
費
（
１
５

６
５
万
円
）
、
人
事
給
与
等
検
討
委
員

報
酬
の
人
事
事
務
費
（
１
９
０
万

円
）
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
等
管
理
職
研
修

講
師
謝
礼
の
職
員
研
修
費
（
１
２
０
万

円
）
、
地
域
・
テ
ー
マ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

協
働
事
業
補
助
金
の
市
民
活
動
推
進
費

（
１
０
０
万
円
）
、
町
内
会
・
自
治
会

連
合
会
補
助
金
の
町
内
会
自
治
会
費

（
２
０
０
万
円
）
、
施
設
改
修
工
事
費

な
ど
の
支
所
・
市
民
セ
ン
タ
ー
費
（
１

億
３
７
６
万
円
）

【
民
生
費
】
地
域
福
祉
計
画
実
行
支
援

委
託
料
な
ど
の
地
域
福
祉
推
進
費
（
７

５
２
万
円
）
、
住
宅
改
修
指
導
事
業
委

託
料
の
身
体
障
が
い
者
福
祉
費
（　

万
６０

円
）
、
障
が
い
者
就
労
生
活
支
援
事
業

委
託
料
の
心
身
障
が
い
者
援
護
費
（
１

９
２
万
円
）
、
設
計
委
託
料
の
高
齢
者

福
祉
施
設
整
備
費
（
７
３
２
万
円
）
、

保
育
料
納
付
推
進
員
報
酬
の
保
育
所
入

所
運
営
費
（　

万
円
）
、
認
証
保
育
所

６６

運
営
費
補
助
金
の
認
証
保
育
所
運
営
費

（
１
５
０
０
万
円
）
、
待
機
児
解
消
緊

急
対
策
補
助
金
の
保
育
所
整
備
補
助
事

業
費
（
４
８
０
０
万
円
）
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
ハ
イ
ク
指
導
員
講
師
謝
礼
な
ど
の
子

ど
も
セ
ン
タ
ー
運
営
費
（　

万
円
）
、

３２

実
施
設
計
委
託
料
な
ど
の
子
ど
も
セ
ン

タ
ー
整
備
費
（
１
５
４
０
万
円
）

【
衛
生
費
】
動
物
と
の
共
生
を
考
え
る

懇
談
会
委
員
謝
礼
の
環
境
衛
生
対
策
費

（
１
２
５
万
円
）
、
緑
地
購
入
費
な
ど

の
緑
地
保
全
費
（　

億
７
０
７
３
万

１３

円
）
、
施
設
整
備
基
本
計
画
策
定
委
託

料
の
リ
サ
イ
ク
ル
文
化
セ
ン
タ
ー
管
理

費
（
５
９
９
万
円
）
、
ご
み
ゼ
ロ
市
民

会
議
委
員
謝
礼
な
ど
の
ご
み
減
量
対
策

費
（
３
３
２
万
円
）
、
塵
芥
処
理
施
設

整
備
工
事
費
な
ど
の
塵
芥
処
理
施
設
整

備
費
（
９
３
１
５
万
円
）

【
農
林
費
】
農
業
振
興
計
画
改
訂
委
託

料
な
ど
の
農
業
振
興
費
（
２
８
２
万

円
）
、
（
仮
称
）
農
と
緑
の
公
社
設
立

計
画
策
定
支
援
委
託
料
な
ど
の
北
部
丘

陵
ま
ち
づ
く
り
促
進
費
（
４
０
８
６
万

円
）

【
土
木
費
】
用
地
購
入
費
な
ど
の
道
路

新
設
改
良
費
（
４
億
８
１
８
１
万

円
）
、
橋
梁
架
替
工
事
負
担
金
の
橋
梁

新
設
改
良
費
（
６
５
９
８
万
円
）
、
民

営
自
転
車
等
駐
車
場
助
成
金
の
自
転
車

対
策
費
（
５
４
５
万
円
）
、
公
共
基
準

点
等
測
量
委
託
料
な
ど
の
都
市
計
画
事

務
費
（
３
６
２
８
万
円
）
、
住
所
整
理

業
務
委
託
料
の
住
居
表
示
事
務
費
（
１

５
３
２
万
円
）
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
運
行
用
車
両
購
入
費
な
ど
の
交
通

輸
送
対
策
費
（
７
８
３
７
万
円
）
、
設

計
委
託
料
の
町
田
タ
ー
ミ
ナ
ル
等
運
営

管
理
費
（
５
０
０
万
円
）
、
中
央
通
り

モ
ー
ル
整
備
設
計
委
託
料
な
ど
の
ま
ち

づ
く
り
促
進
費
（
６
０
０
万
円
）
、
下

水
道
事
業
会
計
繰
出
金
（
１
億
５
６
５

９
万
円
）
、
施
設
改
修
工
事
費
な
ど
の

公
園
緑
地
管
理
費
（
１
９
３
０
万

円
）
、
整
備
工
事
費
な
ど
の
公
園
緑
地

整
備
費
（
５
億
４
８
６
８
万
円
）　

【
消
防
費
】
設
計
委
託
料
な
ど
の
消
防

施
設
整
備
費
（
２
７
０
万
円
）
、
備
品

購
入
費
な
ど
の
災
害
対
策
費
（
７
５
９

３
万
円
）　

【
教
育
費
】
特
別
支
援
教
育
巡
回
指
導

員
謝
礼
な
ど
の
教
育
指
導
管
理
費
（
９

８
３
万
円
）
、
国
際
交
流
支
援
委
託
料

な
ど
の
教
育
セ
ン
タ
ー
費
（
３
７
８
万

円
）
、
強
化
陶
磁
器
食
器
等
購
入
な
ど

の
給
食
運
営
費
（
小
学
校
８
２
３
０
万

円
、
中
学
校
４
０
０
６
万
円
）
、
防
犯

カ
メ
ラ
設
置
工
事
費
な
ど
の
学
校
施
設

整
備
費
（
小
学
校
７
９
０
０
万
円
、
中

学
校
３
４
４
０
万
円
）
、
生
活
実
感
体

験
事
業
委
託
料
の
学
校
教
室
開
放
費

（　

万
円
）
、
白
洲
次
郎
・
正
子
旧
宅

５０
修
繕
費
補
助
事
業
な
ど
の
文
化
財
保
護

費
（
１
６
３
万
円
）
、
武
相
自
由
民
権

史
料
集
刊
行
事
業
の
自
由
民
権
資
料
館

事
業
費
（
債
務
負
担
行
為
設
定
の

み
）
、
会
場
設
営
委
託
料
な
ど
の
文
学

館
管
理
費
（
３
８
６
万
円
）
、
本
町
田

遺
跡
復
元
住
居
保
存
管
理
計
画
作
成
委

託
料
な
ど
の
博
物
館
管
理
費
（
１
６
８

６
万
円
）
、
施
設
改
修
工
事
費
な
ど
の

室
内
プ
ー
ル
費
（
４
６
４
３
万
円
）
、

ト
イ
レ
整
備
工
事
費
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ

広
場
費
（
１
９
９
９
万
円
）

　

２
０
０
６
年
２
月
に
「
町
田
市
に
お

け
る
自
治
基
本
条
例
の
あ
り
方
に
つ
い

て
」
の
答
申
が
あ
り
、
そ
の
役
割
を
終

え
た
こ
と
か
ら
、
条
例
を
廃
止
す
る
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6
月
議
会
が
開
会

補
正
予
算
な

補
正
予
算
な
ど

議

ど　

議
案
を
審
議

案
を
審
議

２２２２

会期は
26日
まで

補

正

予

算

案

　

平
成　

年
第
２
回
市
議
会
定
例
会
が
６
月
５
日
に
開
会
さ
れ
ま
し
た
。
本
議

１８

会
に
は
平
成　

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど　

議
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

１８

２２

　

議
案
等
の
内
訳
は
予
算
３
件
、
条
例　

件
、
契
約
４
件
、
町
区
域
の
変
更
２

１２

件
、
そ
の
他
１
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
会
期
は
今
月　

日
ま
で
で
す
。

２６

　

な
お
、
石
阪
市
長
は
５
日
の
本
会
議
で
、
平
成　

年
度
の
６
月
補
正
予
算
の

１８

提
案
に
先
立
ち
、
施
政
の
方
針
に
つ
い
て
所
信
を
表
明
し
ま
し
た
。
そ
の
全
文

を
本
紙
２
〜
３
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　約５００種、４０００株のダリアが植栽されてい
ます。見事に咲き誇る花々をぜひ鑑賞にお
いで下さい。
○開園期間　６月２０日～１１月３日（無休）
○開園時間　午前９時３０分～午後４時３０分
（入園は４時まで）
○入園料　大人＝３５０円、小・中学生＝１５０
円
○交通　小田急線町田駅北口ＰＯＰビル先
２１番乗り場から本町田経由野津田車庫行き
または本町田経由鶴川駅行きバスで「今井
谷戸」下車、徒歩１０分 ▽町田バスセンター
４番乗り場から山崎団地行きバスで「北一
号」下車、徒歩８分
※駐車場もあります。

6月20日開園

町町田田ダダリリアア園園
□問 町田ダリア園11７２２・０５３８

「
町
田
市
自
治
基
本
条
例
検
討
委
員
会

条
例
を
廃
止
す
る
条
例
」
、
地
方
公
務

員
災
害
補
償
法
の
改
正
等
に
伴
い
、
所

要
の
改
正
を
行
う
「
町
田
市
議
会
の
議

員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害

補
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
」
、
町
田
市
民
文
学
館
運
営

協
議
会
の
設
置
及
び
自
治
基
本
条
例
検

討
委
員
会
の
廃
止
に
伴
い
、
所
要
の
改

正
を
行
う
「
町
田
市
非
常
勤
の
特
別
職

の
職
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
、

個
人
住
民
税
の
定
率
減
税
の
廃
止
及
び

所
得
割
の
税
率
構
造
等
の
改
正
、
市
た

ば
こ
税
の
税
率
の
引
上
げ
並
び
に
固
定

資
産
税
及
び
都
市
計
画
税
に
係
る
土
地

の
価
格
下
落
に
よ
る
時
点
修
正
措
置
の

継
続
等
を
行
う
「
町
田
市
市
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
、
町
田
市
せ

り
が
や
会
館
に
つ
い
て
は
、
設
置
し
て

　

年
が
経
過
し
、
社
会
情
勢
の
変
化
や

２０地
方
自
治
法
の
改
正
が
あ
り
、
当
初
の

目
的
を
よ
り
効
果
的
に
達
成
す
る
と
と

も
に
施
設
の
位
置
づ
け
を
明
確
に
す
る

必
要
が
あ
る
た
め
条
例
を
廃
止
す
る

「
町
田
市
せ
り
が
や
会
館
条
例
を
廃
止

す
る
条
例
」
、
診
療
報
酬
の
算
定
方
法

に
係
る
厚
生
労
働
省
告
示
の
変
更
に
伴

い
、
所
要
の
改
正
を
行
う
「
町
田
市
急

患
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
」
、
鶴
川
第
二
小
学
校
区
内
に
学

童
保
育
ク
ラ
ブ
を
新
た
に
設
置
し
、
さ

ら
に
施
設
の
名
称
を
変
更
す
る
た
め
改

正
す
る
「
町
田
市
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
設

置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
、

原
町
田
一
丁
目
第
２
駐
車
場
の
閉
鎖
に

伴
い
、
設
置
条
例
を
廃
止
し
、
新
た
な

形
態
で
開
設
す
る
に
あ
た
り
、
所
要
の

改
正
を
行
う
「
町
田
市
原
町
田
一
丁
目

自
動
車
駐
車
場
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
」
、
診
療
報
酬
の
算

定
方
法
に
係
る
厚
生
労
働
省
告
示
の
変

更
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行
う
「
町

田
市
民
病
院
使
用
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
」
、
地
方
公
務
員
災
害
補
償

法
の
改
正
等
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を

行
う
「
町
田
市
立
学
校
の
学
校
医
、
学

校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災

害
補
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
」
、
地
方
自
治
法
第
２
４
４

条
の
２
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
町

田
市
民
文
学
館
の
設
置
及
び
そ
の
管
理

に
関
す
る
事
項
を
定
め
る
「
町
田
市
民

文
学
館
条
例
」
、
農
業
委
員
会
等
に
関

す
る
法
律
第　

条
（
選
任
に
よ
る
委

１２

員
）
の
改
正
に
伴
い
、
町
田
市
農
業
委

員
会
の
選
挙
に
よ
る
委
員
の
定
数　

人
１６

を　

人
に
改
正
す
る
「
町
田
市
農
業
委

１５
員
会
の
選
挙
に
よ
る
委
員
の
定
数
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
な
ど
で
す
。

　市と町田市花とみどりの会共催による「花のまちかどコ
ンクール」の審査会が５月２３日に行われ、つくし野の和知
功さんが「花のまちかど大賞」を受賞しました。
　このコンクールは、花の香り漂う美しいまちづくりに寄
与することを目的に実施されたものです。第７回目となっ
た今回は６１件の応募があり、大賞のほか「花のまちかど
賞」２８件が選ばれました。
　受賞された方は次のとおりです（敬称略）。
〇花のまちかど大賞　和知功（つくし野）
〇花のまちかど賞（受付順）　釼持靖子（上小山田町）、
西尾譲司（大蔵町）、女鹿淳（常盤町）、瀬野友子（成瀬
台）、清水宣宏・美恵子（南つくし野）、佐藤安希子（つ
くし野）、我妻道夫（小川）、阿南淳子（南成瀬）、小原
加代子（小川）、マロン工藤敏枝（つくし野）、札元康子
（相原町）、片岡英子（成瀬台）、島 �静江（小山
町）、茂木典子（小山町）、中嶋道夫（常盤町）、高山薫
（小山町）、カフェガーデン風見鶏（野津田町）、森�

たみこ（図師町）、瀬
尾武英（本町田）、高
山智子（本町田）、南
裕子（本町田）、パテ
ィシェール・エムアー
綾 部 代 美（つ く し
野）、石原和子（つく
し野）、近藤英子（南
つくし野）、高橋恵美
子（南つくし野）、宮
本克巳（鶴間）、三平
シルヴィア（金井）、
秋田調（金井）
□問 公園緑地課11７９３・７６１２

２００６年度「花のまちかどコンクール」
花のまちかど大賞が決まりました

花のまちかど大賞　和知邸

条

例

案


